
 
今
年
は
、
穏
や
か
な
日
和
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。
こ
の
一
年
が
こ

の
様
に
平
穏
な
日
々
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
皆
様
が
健
や
か
で
和
い

だ
日
常
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
今 

世
の
中
を
見
渡
し
ま
す
と
激
動
の
真
只
中
で
あ

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
世
界
各
地
で
紛
争
・
戦
争
が
続
き
、

又
政
治
的
に
不
安
定
な
国
々
が
先
進
国
・
途
上
国
を
問
わ
ず
多
々
見

受
け
ら
れ
ま
す
。 

そ
し
て
、
異
常
気
象
に
よ
る
農
業
・
漁
業
へ
の
悪
影
響
、
大
規
模

な
山
火
事
・
大
洪
水
等
の
災
害
が
多
発
し
人
間
の
日
常
生
活
が
脅
か

さ
れ
る
状
況
が
出
態
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
様
な
状
況
の
中
、
人
々
の
生
活
に
於
け
る
地
域
の
支
え
合

い
、
助
け
合
い
の
重
要
性
が
益
々
高
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

佐
田
の
皆
様
が
快
適
に
安
全
に
暮
ら
せ
る
「
地
域
佐
田
」
の
為
に

公
民
館
が
何
が
で
き
る
か
を
、
私
共
職
員
は
問
い
続
け
、
開
か
れ
た

公
民
館
と
し
て
今
後
共
「
佐
田
」
に
貢
献
で
き
る
様
努
め
て
参
り
ま

す
。 ご

意
見
・
ご
要
望
、
そ
の
他
何
で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
お
声

を
掛
け
て
頂
け
れ
ば
幸
で
す
。
皆
様
と
一
緒
に
「
す
て
き
な
、
誇
り

に
で
き
る
佐
田
」
づ
く
り
を
目
指
し
公
民
館
活
動
を
果
た
し
て
参
り

ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

佐
田
地
区
公
民
館 

館
長 安

倍 

邦
昭 
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令
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佐
田
句
会 

十
二
月
十
七
日 

佐
田
公
民
館 

七
名 

兼
題 

日
向
ぼ
こ 

襟
巻 

ク
リ
ス
マ
ス 

 
 
 
 
 
 

松 

本 

公 

節 
 

選 

評 

〇 

寝
過
ご
し
て
首
に
襟
巻
走
り
出
す 

 
 
 
 

彰 

裕 

（
評
）「
襟
巻
」
の
遅
刻
し
そ
う
な
朝
の
景
色
の
佳
い
句
。「
襟

巻
走
り
出
す
」
が
よ
い
。
普
通
、「
襟
巻
の
子
の
」
に
な

り
ま
す
が
、「
襟
巻
走
る
」
が
省
略
が
利
い
て
佳
い
。 

〇 

日
向
ぼ
こ
女
三
人
流
言
飛
語 

 
 
 
 
 
 

義 

彦 

（
評
）「
流
言
飛
語
」
は
噂
や
悪
口
で
、
三
人
寄
れ
ば
姦
し
い
と

言
い
ま
す
。 

〇 

堂
様
の
椅
子
に
二
人
の
日
向
ぼ
こ 

 
 
 
 

征 

子 

（
評
）「
堂
様
の
」
が
場
所
の
説
明
で
す
が
、
揚
句
の
場
合
相
応

し
い
。 

〇 

縁
側
に
屍
の
ご
と
日
向
ぼ
こ 

 
 
 
 
 
 

二
三
華 

（
評
）
「
日
向
ぼ
こ
」
の
ど
っ
ぷ
り
感
が
感
じ
ら
れ
て
佳
い
句

に
。 

〇 

御
仏
も
神
も
子
供
も
ク
リ
ス
マ
ス 

 
 
 
 

美
佐
子 

（
評
）「
御
仏
も
神
も
子
供
も
」
が
と
て
も
佳
い
。
み
な
平
等
で

す
。 

〇 

襟
巻
の
小
さ
き
を
編
み
し
残
り
糸 

 
 
 
 

ま
さ
子 

（
評
）「
残
り
糸
」
に
憐
憫
の
情
け
を
感
じ
た
と
い
う
佳
い
句
。 

 

選
者
吟 

陽
の
中
に
老
い
美
し
き
日
向
ぼ
こ 

 次
回
佐
田
句
会
は 

一
月
二
十
一
日
佐
田
公
民
館
で 

兼
題
は 

初
春 

若
菜 

鍬
始 

で
す 



移動型「スマサポ号」無料スマホ教室始まるよ‼ 
宇佐市広報誌でも紹介された「スマサポ号」は、移動式のスマートフォン講座を提供するワゴン

車であり大分県内では初の試みです。この取り組みは、地域住民がスマートフォンを活用出来るよ

うサポートすることを目的としています。 

スマサポ号では、スマートフォンの基本操作から始まり、カメラの使い方、地図アプリの利用、

LINEの操作方法、セキュリティ対策など、多岐にわたる講座が提供されます。専門の講師が指導す

るため、参加者は安心して学ぶことができる環境が整っています。この機会に、受講して下さい。 

【日 時】 ２月４日（火）iPhoneの使い方・１１日（火）Androidの使い方 ２日間 

     １１時・１２時３０分・１４時３０分・１６時（各１時間 １日４回実施） 

【場 所】 佐田地区公民館（駐車場）「スマサポ号」車中 

【人 員】 １回の講座３名（したがって１日に１２名、２日で２４名、先着順） 

【その他】 スマホを買ったばかりの方・購入を検討している方・初心者の方・使い慣れていない

方・もっと活用したい方など、丁寧に指導していただけますので安心して受講して下さい。

（入門編・基礎編・応用編から選んで下さい。） 

【受講受付】佐田地区公民館窓口 電話 44－0312 先着順（最大２４名まで） 

       【予定表】 

時間帯 講座種目 講座内容 

11：00～12：00 入門編 スマホの画面の見方、電話、文字入力、メール等 

12：30～13：30 基礎編 
マップを使いながら基本操作、ルート検索 

カメラの撮影、動画の撮影、ＱＲコード読み取り 

14：30～15：30 基礎編 同上 

16：00～17：00 応用編 
インターネットの調べ方、音声操作 

アプリの追加方法／移動方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

お 

知 

ら 

せ 

故
故 

大
隈
イ
ソ
ヨ
さ
ん
（
且
尾
）
の
ご
家
族
よ
り 

佐
田
地
区
公
民
館
へ
ご
寄
付
（
金
一
封
）
を
頂
き
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

節分の豆知識 

正月が過ぎ、次のイベントごとと言えば「節分」豆まきをしたり、恵方巻を食べたり

今回は、改めて「節分」を迎える前に知っておきたい豆知識を紹介します。 

節分はいつ？と聞くと「２月３日」と答える人が多いのでは、ところが今年の節分は

「２月２日」です。立春の前日が節分となるため、うるう年の翌年は２月 2日が節分と

なるそうです。 

豆をまいて、「無病息災」願いを込めて「鬼は外」「福は内」邪気を払って、今年もよ

い年になります。今年の恵方は、「西南西」食べている途中で話したり、食べるのをや

めたり、切って食べると「福運が逃げる」「縁を切る」等タブー行為になります。笑い

ながら食べると「邪気を笑い飛ばす」「笑う門には福来る」という意味でも、にっこり

笑いながら黙って一気に食べよう。最高の年に成りますように！ 

佐田公民館だより QRコード 

スマホからカラーで閲覧できます。 


